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　このコーナーでは、「安全文化の醸成と安全管理の徹底」を図ることを目的に、消
火・救助・救急など過去の負傷事例を振り返り、事例からの学びについて紹介して
いきます。ここで紹介する内容が、皆さんの日々の活動に役立ち、プロフェッショナ
ルとしての安全意識をさらに高める一助となることを願っています。
　今回は、火災現場での「落下物」による事故事例と対策について紹介します。

　今回の事例では、負傷職員が軒崩落の原理を把握していたことは防御策の一つでした。しか
し、危険箇所の把握などが不十分で、危険因子を防ぎきれず負傷に至りました。防御策には、
職員一人ひとりの小さな気づきや日常の情報共有も含まれます。職員は自ら安全確保に主体的
に取り組み、隊員同士の連携を密にして防御策を重ね、危険因子が重大事故につながる状況を
防ぎましょう。

　英国の心理学者ジェームズ・リーズンが提唱した「スイ
スチーズモデル」は、危険因子と重大事故の間に複数の防
御策が重なって存在するという考え方を図式化したもので
す。
　防御策を穴の開いたチーズのスライスに例え、チーズの
穴が脆弱性（抜け・不備）を示します。穴が一直線に重な
ると危険因子が防御策をすり抜け、重大事故に至ることか
ら、重大事故の防止には防御策を増やし、穴が重ならない
状態を保つことが重要です。

　火災現場では、屋根が先に抜け落ちると、屋根と一体構造の軒が急激に脆弱化し、落下しや
すくなるという特徴があります。今回、負傷職員はこの軒の崩落原理を把握していたにもかか
わらず、負傷に至りました。事故が発生した要因を明らかにするため、当時の現場状況を振り
返り、検証します。

「指揮本部及び方面隊により全体的な瓦の落下危険について拡声器等を使って周知されていた。」
「正確な人的情報を掴めていない環境下での活動となり、早期の検索活動の実施が必要であった。」
これらの状況に次の３点が重なったことから事故の発生につながったと考えられる。

　木造瓦葺モルタル塗２階建１棟３住宅１空家、建100㎡延200㎡のうち１階35㎡及び天井側
壁10㎡、２階100㎡を焼損した火災で発生。救助隊員２名が２階の要救助者の人命検索にあたっ
ていたところ、２階ベランダで検索ロープを確保していた隊員の頭上にあった軒が崩落し、隊
員に瓦が当たった為、隊員は横向きに転倒。その際に第１種保安帽のしころと防火衣に隙間が
発生し、防火衣の襟と頸部の隙間に燃えた木くずが入り込み、後頸部を熱傷したもの。

事
例
紹
介

過
去
か
ら
の
学
び

さ
い
ご
に

事故発生当時の現場の状況

重大事故を防ぐためには

「落下物」

負傷程度：後頸部Ⅲ度熱傷（軽傷）

① 軒のどの部分が崩落しそうなのかの具体的な指示はなかった。
② 負傷職員は軒全体が崩落するとは考えていなかった。
③ 危険箇所の確認及び排除が不十分な状態になっていた。

負傷事故
発生

重大事故

危険因子

防御策
防御策

防御策

スイスチーズモデル

崩落時負傷箇所

崩落発生箇所

崩落直前

負傷隊員

崩落時

負傷隊員
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このコーナーでは、 日常生活の中で

遭遇する突然の災害に対して、 どの

ようなソナエが必要か、 皆さんにわ

かりやすくお伝えしていきます。

いざという時のために、

一緒に学んで備えましょう。

ソ

ナ

エ

の

教

室
水　害

今回は…

へのソナエです

みんなで学ぼう

　日本では、例年７月から10月にかけて、低気圧と前線による大雨が発生しています。

　近年では、平成26年８月に日本列島各地で連日大雨が発生しました。各地に甚大な被害をもたらした「平

成26年８月豪雨」や、令和６年９月に線状降水帯発生による猛烈な雨が降った石川県能登半島では、土砂災

害や河川の氾濫により甚大な被害が発生しました。また、令和７年９月には、兵庫県豊岡市で１時間に約100

ミリの猛烈な雨が降ったとみられ「記録的短時間大雨情報」が発表されるなど、私たちの生活に大雨による

大きな影響が出ています。

　万一の時に自分や家族、友人を守るための備えはできていますか？

皆さまご存じでしょうか。令和８年５月に防災気象情報が大きく改正されました。

今回は、改正された大雨の警戒レベル（レベル１～５）の違いを分かりやすく伝えるための５色と各警戒

レベルに合わせてあなたが取るべき行動を紹介します。

河川氾濫 大雨 土砂災害 高潮

警戒レベル５相当

警戒レベル３相当

警戒レベル２相当

警戒レベル１相当

警戒レベル４相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル４
大雨危険警報

レベル３
大雨警報

レベル２
大雨注意報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル３
土砂災害警報

レベル２
土砂災害注意報

レベル３
高潮警報

レベル２
高潮注意報

レベル４
高潮危険警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

レベル４
氾濫危険警報

レベル３
氾濫警報

レベル２
氾濫注意報

早期注意情報

災害発生までの警戒レベルに合わせてあなたが取るべき行動

・災害への心構えを一段と高める。

・家族や友人の連絡体制を確認する。

・ハザードマップなどで災害のリスクを確認する。

・自治体からの避難情報の把握手段を再確認する。

・避難に時間がかかる高齢者の方は危険な場所から避難する。

・高齢者の方に限らず必要に応じて避難の準備や自主避難をする。

・危険な場所から全員避難する。

・自治体からの避難情報の把握手段を再確認する。

・安全に避難することができない場合は、無理に避難をせず、今いる場所

 よりも少しでも安全な場所（建物の上階など）へ直ちに移動する。

レベル１　

早期注意情報

レベル２　

注意情報

レベル３　

警報

レベル４　

危険警報

レベル５　

特別警報

数日～

１日前

半日～

数時間前

数時間～

３時間前

２時間～

０時間前

災害

発生

いざという時に地域の方 と々協力し、災害に対応できるよう、日ごろからソナエましょう。
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